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　しかしながら、2014年に入りましても同様の事故
が発生しております。本連盟といたしましてもこう
いった状況を非常に重く受け止めております。今後あ
らゆる場面で啓発等の機会を作って参りますが、まず
は本連盟が作成いたしました「安全対策ガイドライン」
及び「安全対策ガイドブック」を改めてできるだけ多
くの皆様にご覧いただき、それぞれの競技の環境の中
で、下記の点についてご留意いただき日々の練習、競
技会に臨んでいただきますようよろしくお願いしま
す。

近年陸上競技における、練習中、競技会中の事故が
たびたび発生し、新聞などで報道されています。日本
陸上競技連盟では、2012年に安全対策ガイドライン
プロジェクトを立ち上げ、「安全対策ガイドライン」
を策定しました。
また2013年に、その内容について全国の指導者、

競技者にわかりやすくお伝えするために「陸上競技安
全対策ガイドブック」を作成し、全国の全ての中学校、
高校、陸上部のある大学、実業団などに配布し啓発活
動を進めています。

〈留意するポイント〉
〇競技会でのリスクを認識する。
〇事故に対する備えをする。
　　＞先例を集積・共有し、対策を立てておく。
　　＞事故になりかねない事例についても、詳細に記録し、対策を講じることで重大な事故を未然に防ぐ。
〇事故が起きた場合、事実をしっかりとトレース、把握する。
〇事故の内容によっては、自分たちでは判断せず法律家との協議も必要となる。

安全対策ガイドライン
http://www.jaaf.or.jp/rikuren/pdf/safety.pdf
安全対策ガイドブック
http://www.jaaf.or.jp/rikuren/pdf/safetybook.
pdf

練習中及び競技会中の事故について
事 務 局












